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概    要 神経成長因子(NGF)は、侵害受容痛と神経障害痛の発症に関与することが知られて
おり、その高親和性受容体の TrkA を含めた NGF/TrkA 情報伝達系を抑制する薬剤は、鎮痛薬となること
が期待されている。一方、TrkA を発現する悪性腫瘍細胞における NGF/TrkA 情報伝達系の抑制は、腫瘍
増殖を抑制する可能性がある。そこで TrkA 活性を抑制する細胞膜透過性ペプチド(IPTRK3, 4, 5)を作
成し、マウスメラノーマ細胞(B16-F1)の細胞増殖と、これを移植したマウスにおけるがん疼痛に対する
効果を検討した。 

















































YGRKKRRQRRR -X- SRDIYSTDYYR -NH2 = IPTRK3
YGRKKRRQRRR -X- GMSRDIYS -NH2 = IPTRK4




 リコンビナント TrkA を用いて、これらのペプチ
ドによる TrkA 活性抑制作用を検討した所、IPTRK3
















































図３．新規ぺプチドの B16-F1 細胞増殖抑制 
 
次に、C57BL/6J マウスの左足底皮下に B16-F1 細
胞を移植したマウスメラノーマモデルを作成し、
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